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だいこくじほんどう　大国寺本堂

ちょうこくじみょうけんどう　長谷寺妙見堂

国指定
所在地：味間奥

国指定
所在地：藤坂

禅宗様式（唐様
からよう

）と和
様式を折衷した建築学上
珍しい様式をもった建物
で、鎌倉時代末期から室
町時代初期に建立された
と推定されている。14世
紀初頭という早い時期の
折衷様式を示す事例とし
て、極めて重要な建築で
ある。
昭和40年代に解体修理
され、改造されていた部
分が原形復元され現在の
姿となっている。堂内に
は5 の仏像（国指定重
要文化財）が安置されて
いる。

深入寺（廃寺）の境内
にあった鎮守社である。
建立年代は、様式や手法
から室町時代中期とされ、
全体に神社建物の古い建
築様式を留めている。
一間社流造の比較的簡
素な建物で、屋根は手割
り板を用いた長板葺きで
ある。屋根勾配が緩いこ
とによってゆったりとし
た趣を見せ、それに細い
木柄
きがら

がよく調和している。
解体修理が施されている
ため、建立当時の美しさ
を今も保っている。


